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	第16節　電気施設災害予防計画
	　総務課


　電気は、現代の社会生活にとって欠くことのできないエネルギー源であることから、関係機関と連携して、災害に強い電気供給システムの整備促進、災害時を想定した早期復旧体制の整備を重点に、予防対策を推進する。

１　関係機関との連携（総）

　　村は、中部電力(株)との間において、情報収集系統を確立するとともに、平常時より連携を強化する。

	第17節　上水道施設災害予防計画
	　建設水道課


　水道施設・設備の安全性の確保については、施設の風水害に対する強化、老朽施設の更新、改良を行うとともに、通常のメンテナンス体制の充実を図る。また、施設・設備を常に正常に稼動できる状態に維持し、かつ、施設・設備が被害を受けにくいものにすることが必要である。

１　水道施設・設備の整備及び安全性の確保（建）

　　村は、災害発生時における緊急の応急体制、連絡体制、復旧体制について、平時より事前に検討を行う。

　(１)　施設及び管路の強化、老朽管の布設替を積極的に実施し、伸縮継手等防災上有効な部品をできるだけ多く取り入れた工法により災害に備える。

　(２)　非常時において重要な役割を果たす施設・設備については、定期的な点検を実施し、非常時における作動確保を図る。

　(３)　発災時における職員の任務分担、配備、参集について事前に計画を定め、災害時の迅速な対応を図る。

　(４)　配水系統の相互連絡のブロック化を図る。

　(５)　水道事業者相互の水道連絡管の整備促進について検討する。

　(６)　応急復旧資材の備蓄を行う。

　(７)　水道管路図等の管理を行う。
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